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第１章	 本研究の背景と目的	

	

第１節		 本研究の背景	

	 思春期以降，友人は親からの心理的離乳の途上で大きな支えになるなど，人間の発

達に重要な意味を持つ（Sullivan，1953；落合・佐藤，1996）。そして女子は男子よ
りも友人関係を重視し，嫉妬深く，仲間を独占したがることなどが指摘されている

（Dunn，2004；有倉，2011，他）。また，友人関係の発達的変化の男女差を指摘す
る研究もある（保坂，1998；有倉，2011等）。これらを概観すると，思春期以降，女
子の友人関係は同質性を重視する chum-group から異質性を受容できる peer-group
へと発達すると考えられる。特に思春期女子の友人関係では同質性が重視されるため

に，友人関係が非常にストレスフルなものとなり，心理的な問題やトラブルを抱え（佐

藤，1995；須藤，2012等），そのトラブルは陰湿で実態が把握しにくい（三島，2003；
有倉，2011）ことが指摘されている。このため，思春期女子の中でも特に，中学生女
子の友人関係への予防的・開発的介入が求められている。しかし，これまでの友人関

係研究では，中学生女子の友人関係を他の学校段階と比較して発達的変化を検討した

ものはある（榎本，1999；2000 など）が，学校段階の比較だけでは思春期女子の友
人関係の発達の実相が十分に明らかにされてこなかった。また，これまでの友人関係

研究では，なぜ chum-groupの友人関係が閉鎖的で排他的になるのかについて十分に
は明らかにされておらず，この点についての実証的研究も見当たらない。思春期にお

いて中学生から高校生へ成長していく中で chum-groupの友人関係から，peer-group
の友人関係へうまく移行していくことが思春期の女子の発達課題ともいえ，その移行

には，心理的距離は近いままに同調性のみを低減させる（石本・久川・齊藤・則定・

上長・日潟・森口，2009）ことが必要となると考えられるが，こうしたことに注目し
た実証的研究は乏しい。	

	

第２節		 先行研究の課題と本研究の目的	

	 先行研究の課題として，①中学生女子の友人関係の発達を学年段階にそって詳細に

検討したものはほとんどないこと，②思春期の女子の適応に重要と考えられる

chum-groupから peer-groupへの移行を，友人関係における同調性の低減という観点
から実証的に検討する必要があること，③友人関係の発達には男女差があるために，

女子の特性をふまえた検討が必要であること，④これまでの友人関係研究において用

いられてきた友人関係の発達的変化の定義では，女子なりの友人関係における活動的

側面の変化と友人に対する感情や欲求，態度の変化が整理して示されていないことが

挙げられる。	
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	 以上のことから，本研究では，中学生女子を対象に，chum-groupから peer-group
への移行に必要と考えられる同調性の低減に関連する要因を検討する。まず，先行研

究のレビューから，思春期女子の持つ同調性の背景要因を検討する。この仮説の検証

のため，研究 1では，レビューで得られた知見に基づき，実際に中学生の女子を対象
に友人関係の行動と，内的側面である友人への考え・思いとの関連を同調性という観

点から検討する。次に，研究 2 として chum-group から peer-group への移行に重要
な年代であると考えられる中学生女子の友人関係における友人関係行動，友人への考

え・思いの発達的相違を，学年にそって検討する。 後に，これらをふまえて総合的

に考察する。	

 
第２章	思春期女子に特有な友人関係の背景	

	

第１節		 目的	

	 本章では，先行研究のレビューから思春期女子に特有な閉鎖的で排他的な友人関係

の背景となる要因を明らかにし，実証的研究のための仮説を生成することを目的とす

る。	

	

第２節	 閉鎖的で排他的な思春期女子の友人グループ	

	 思春期の中でも特に中学生時代の友人関係が難しい背景には，この時期が

chum-group を形成する時期であり，内面の類似性の確認に固執し，互いに同調しよ
うとする関係であることが関連している（須藤，2012）。内面の類似性の確認に固執
する傾向は中学生に強く見られ，中学生の女子は自分の所属する友人グループが排他

的であると評価しており（有倉，2011），	思春期女子の友人集団は男子に比べて閉鎖
的であることが示されている（石田・小島，2009）。	
	 内面の類似性の確認のために，思春期女子は，友人との行動やモノ，秘密や話題の

共有をしている（保坂，1998；高坂・池田・葉山・佐藤，2010）。そして，そうした
共有により，思春期女子は友人との親密性を持てる一方，友人グループは閉鎖的で排

他的になり（髙坂ら，2010），グループ内の同調圧力を産み出す（保坂，1998）。その
ため友人との率直なやり取りは阻害され，思春期女子は，消極的な同調行動傾向であ

る同調性が高くなると考えられる。思春期女子の友人グループが閉鎖的で排他的にな

る背景には，思春期女子個人の持つ同調性と親密性の高さが影響すると考えられる。	

	 ここで，思春期女子個人の持つ同調性と親密性の背景を検討したい。保坂（1998）
は，gang-group や chum-group 段階での親密性が親からの自立に伴う不安を打ち消
す役割を担っており，親からの自立に伴う不安が大きければ必然的に友人関係におけ
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る親密性が高くなるとしている。そしてそれが友人関係からの自立という課題を難し

くさせ peer-group への成長を妨げる可能性を指摘している。このような特徴から，
思春期女子の友人関係は愛着関係であるとも捉えられ，そのために思春期女子は友人

関係に固執しやすいと考えられる。つまり，思春期女子の友人関係は愛着関係であり，

そのために友人関係が閉鎖的で排他的になっているとも考えられる。chum-group 段
階にある思春期女子は，親からの自立に伴う不安を持っており，その上友人関係から

孤立することへの不安を持っている。このように，思春期女子の持つ自立への不安や

孤立への不安が親密性や同調性を生じさせ，その結果友人グループを閉鎖的で排他的

にしていると考えられる。	

	

第３節	 peer-group への変容に関連する要因	

	 chum-groupから peer-groupへの変容に関連する要因として，思春期女子は友人か
ら孤立する不安があるために同調性を持つ（上野ら，1994）一方で，友人との異質性・
独立性を希求している（黒沢ら，2005）という指摘がある。そして，友人から拒否さ
れることへの不安は発達と共に減少することも指摘されている（杉浦，2000；髙坂，
2010）。さらに，不安や同調性などのネガティブなものが低減することだけでなく，
他者尊重や友人への信頼感などのポジティブな感情や考えが増加することが異質性

を受容した関係への変化に関連することも示されている（榎本，1999，2000；落合・
佐藤，1996）。	
	 以上から，思春期女子の中には，異質性を受容した関係にはなっていなくても異質

性を認識し，独立性を希求している。その一方で，友人から異質に見られると友人か

ら拒否されるのではないかという不安から，自分の意思を抑えて友人に同調する同調

性を高く持つ。しかし，発達に従って自尊感情は高まり，友人から拒否されることへ

の不安が低減する。そして，他者への尊重や友人への信頼感が高まることで，異質性

や独立性を希求する考えを発揮できるようになり，異質性を受容した関係になってい

くと考えられる。	

	

第４節	 考察	

	 思春期女子の閉鎖的な友人関係について概観すると思春期女子の友人関係が閉鎖

的になる背景には，思春期に，女子が発達の中で友人を愛着対象としており，同調性

を高くもっていることがあると考えられる。この背景として，同質性が重視される

chum-group の中では，少しでも自分が異質に見られると友人関係から孤立するので
はないかという不安があり，それが同調性の高さにつながるといえる。こうして友人

を愛着対象とし親密性を確認することが，思春期女子の自立への不安や孤立への不安
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を解消することにつながる一方で，親密性の確認に固執しすぎると同調性を高め，

peer-groupへの変化が妨げられると考えられる。	
	 こうしたことから，思春期女子の chum-groupには発達を促すポジティブな機能（親
密性を満たす）と，発達を阻害するネガティブ（同調性を助長する）な機能があると

考えられる。そして，異質性を認められる関係になるためには，他者尊重や異質性・

独立性への希求の高まりが関連すると考えられ，それは chum-groupのポジティブな
機能により育つものだと考えられる。	

	 ところで，これまでは，親密性は排他性と表裏一体であると捉えられてきた（三島，

2004）。だが，石本ら（2009）の指摘から考えると，peer-groupの友人関係を持つ者
は，親密性は高いと考えられるが，集団の排他性は低い。そのため，この親密性と排

他性が表裏一体であるという捉え方は妥当では無いと考えられる。たしかに，

chum-groupの段階では親密性が高い者は排他性の高い集団を志向する（三島，2004；
有倉，2011）が，その中で異質性や独立性を希求し葛藤している（黒沢ら，2005）こ
とも指摘されている。	

	 つまり，排他性や閉鎖性は個人が特性として持つものではなく，集団という関係性

に生じるものであり，そこに個人の特性としての同調性や親密性が影響すると捉えら

れる。親密性と排他性が表裏一体，というよりはむしろ，親密性は閉鎖性と表裏一体

であり同調性が排他性と表裏一体であると考えられる。	

	 以上をまとめると，本章で生成された仮説は以下の３つになる。	

① chum-groupから peer-groupへの移行において，同調性の低減には友人関係に
おける不安の解消と他者への尊敬，異質性や独立性の希求が高まることが関連

する。	

② chum-groupから peer-groupへの移行には友人を愛着対象とし，内面の類似性
の確認を通した親密性の経験をすることも関連する。	

③ chum-groupには親密性を満たすポジティブな機能と，同調性につながるネガテ
ィブな機能がある。	

	 	 	 以降の研究では chum-groupのこの 2つの機能に注目し，中学生女子の友人関係を
実証的に検討する。	

	

	

第３章	 中学生女子の友人関係行動の背景要因の検討（研究 1）	

	

第１節	 	 目的	

	 研究 1では，第 2章において中学生女子の友人関係において重要であると示唆され
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た同質性の重視，友人を独占する気持ち，孤立への不安，他者への尊敬，異質性・独

立性の希求に着目し，それらが友人関係行動に及ぼす影響を実証的に検討する。	

	

第２節		 方法	

調査対象者と調査時期	 調査対象者は A県内の公立中学校に通う女子 135名。このう
ち回答に欠損の見られたものを除く 121名を分析対象者とした。2010年 12月に実施
した。	

調査内容	 （1）友人関係行動項目（17 項目）： chum-group の特徴（保坂・岡村，
1986）をふまえ，榎本（1999；2000）の友人関係の活動的側面についての質問項目
を参考に質問項目を作成した。 終的に 17項目を作成した。回答は 5件法で求めた。
（2）友人への考え・思い項目（29項目）：榎本（1999；2000），黒沢・森・寺崎・大
場・有本・張替（2002），楠見・狩野（1986），落合・佐藤（1996），高坂（2010）を
参考に，友人に対する感情や欲求を表していると考えられる項目を作成した。 終的

に 29項目を作成した。回答は 5件法で求めた。	
	

第３節	 結果	

因子分析結果	 （１）友人関係行動の因子分析：主因子法・プロマックス回転で因子

分析を行い，固有値の減衰状況や因子の解釈可能性を考慮して，3因子解を採用した。
終的に	“表面的共有行動（α＝.72）”，“内面共有行動（α＝.62）”，“自己開示的共有

行動（α＝.63）”が抽出され，一定の信頼性は確認された。（２）友人への考え・思い
の因子分析：主因子法・プロマックス回転で因子分析を行い，固有値の減衰状況や因

子の解釈可能性も考慮して，5因子解を採用した。 終的に	“友人独占（α＝.88）”，
“友人尊重（α＝.79）”，“排他不安（α＝.83）”，“友人一体視（α＝.82）”，“異質性・独
立性希求（α＝.71）”が抽出され、一定の信頼性が確認された。	
友人関係行動得点の分散分析	 友人関係行動で抽出された 3種類の行動のうち，中学
生女子ではどの行動の頻度が高いかを検討する為に，行動の種類を要因とした分散分

析を行った。その結果，有意な群間差が見られた（F(2,240) = 128.90, p < .001）。Ryan
法による多重比較（5％水準）を行った結果，表面的共有行動（M=4.21,SD=.79）＞
内面共有行動（M=3.06,SD=.78）＞自己開示的共有行動（M=2.77，SD=.79）であっ
た。	
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友人への考え・思いの分散分析	 友人への考え・思いで抽出された 5 種類の考えや思

いのうち，中学生女子がどのような考えや思いを強く持っているのかを検討するため

に，考えや思いの種類を要因とした分散分析を行った。その結果，有意な群間差が得

られた（F(4,480) = 94.08, p < .001）。Ryan法による多重比較（5％水準）を行った結
果友人尊重（M=4.16，SD=.63）＞友人一体視（M=3.75，SD=.68）＝異質性・独立
性希求（M=3.63，SD=.70）＝排他不安（M=3.58，SD=.87）＞友人独占（M=2.46，
SD=.92）であった。	
友人への考え・思いが友人関係行動に与える影響	 友人関係行動の 3因子それぞれに
対する友人への考え・思いの影響について，各因子得点を用いて重回帰分析（強制投

入法）により検討を行った。また，VIFを算出して多重共線性の有無を確認した結果，
多重共線性は無いことが確認された。結果を Table1に示す。	
	

第 4 節	 考察	

	 研究 1の目的は中学生女子を対象に友人関係の外的側面である友人関係行動と，内
的側面である友人への考え・思いとの関連を検討することであった。仮説①について，

研究 1では同調性には友人から排他されることへの不安が関連していることが明らか
となった。一方，友人への尊重については同調性との関連は見られず，親密性に関連

する可能性が示された。また，異質性・独立性への希求は も peer-groupに近いと
考えられる友人関係活動と関連が見られた。だが，研究 1では発達的変化を検討した
訳ではなく，同調性や親密性の背景と考えられる友人への感情や考えは一部明らかに

なったものの，それらの増減が見られるのか，そしてその増減が友人関係活動にどの

ように影響するのかを検討できていない。以降，研究 2においては発達的変化を検討
する必要がある。	

	 仮説②については，中学生女子が友人関係を愛着対象として捉えている可能性が示

唆された。だが，これも発達的に検討できていない。研究 2では友人を独占する気持
ちや友人を一体視している考え方などがどう変化するのかを中心に検討する必要が
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あるだろう。そして仮説③について，本研究の結果から，思春期女子の友人関係にお

いて，発達を促すポジティブな機能と発達を阻害するネガティブな機能があるという

知見が一部支持された。続く研究 2では，chum-groupから peer-groupへの変容にこ
のポジティブな機能とネガティブな機能がどのように関わっているのかについても

検討することが求められる。		

	

第４章	 中学生女子の友人関係の発達的差異の検討（研究２）	

	

第１節	 目的	

	 研究 2では研究 1で得られた，友人との内面共有行動が次段階の友人関係への変化
に影響するという示唆に従い，中学生女子の友人関係行動と友人への態度について，

学年を要因として検討し，chum-groupから peer-groupへという友人関係の発達的変
化が見られるのかについて，詳細に検討することを目的とする。	

	

第２節	 方法	

調査対象と時期	 A県内の公立中学校に通う女子 153名を対象に調査を行った。この
うち回答に欠損の見られたものを除く 136 名を分析対象者とした。調査は 2013 年 1
月に実施した。	

調査内容	 （1）友人関係行動項目（26 項目）：研究 2 で抽出された項目に加え，
gang-group，chum-group，peer-groupという友人関係の発達段階（保坂・岡村，1986）
をふまえ，榎本（1999；2000）の友人関係の活動的側面項目を参考に項目を作成した。
榎本の調査時に用いられている文言を現在の社会背景に通じるものに置き換え， 終

的に 26項目を作成した。回答は 5件法で求めた。（2）友人関係態度項目（43項目）：
研究 2で抽出された項目に加え，榎本（1999；2000），黒沢・森・寺崎・大場・有本・
張替（2002），楠見・狩野（1986），落合・佐藤（1996），高坂（2010）を参考に，友
人に対する感情や欲求を表していると考えられる項目を採用した。また，黒沢ら（2005）
の指摘を参考に，異質性の受容や独立性の希求を問う項目を作成し、 終的に 43 項
目を作成した。回答は 5件法で求めた。	
	

第３節		 結果	

因子分析結果	 （1）友人関係行動の因子分析： 尤法・プロマックス回転で探索的

因子分析を行った。固有値の減衰状況や因子の解釈可能性を考慮して，4 因子解を採

用した。 終的に	“peer-group 活動（α＝.83）”，“内面共有的 chum-group 活動（α
＝.81）”，“表面共有的 chum-group	活動（α＝.73）”，“gang-group 活動（α＝.72）”
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が抽出された。各因子の α 係数はいずれも高く，一定の信頼性が確認された。（２）
友人への考え・思いの因子分析： 尤法・プロマックス回転で探索的因子分析を行っ

た。固有値の減衰状況や因子の解釈可能性も考慮して，6 因子解を採用した。 終的

に	“集団帰属優先（α＝.85）”，“排他不安（α＝.83）”，“友人尊重（α＝.86）”，“友人
分離不安（α＝.82）”，“独立性希求（α＝.72）”，“異質性受容（α＝.87）”と命名した。
因子の α係数はいずれも高く，一定の信頼性が確認された。	
発達的差違の検討	 友人関係行動と友人への

考え・思いの各因子について，因子に含まれた

項目の平均値を算出し下位尺度得点を算出し

た。算出された下位尺度得点を用いて，各因子

について学年を要因とした分散分析を行い発

達的差違の検討を行った。その結果，1年生と
比べ，2，3年生は peer-group活動の得点が有
意に高いことが示された。また，２年生は他学

年と比べ表面共有的 chum-group活動と
gang-group 活動が有意に高いことが示された。
そして，内面共有的 chum-group活動には学年
での差は見られないが，その他の gang-group
活動，表面共有的 chum-group活動，
peer-group活動については，1年生はどの友人
関係行動も他学年に比べて低い。そして 2年生
では全ての友人関係行動において他学年，ある

いは 1年生よりも高くなり，3年生になると
peer-group活動のみが他の学年と比べ高くな
っていた。一方，友人への考え・思いでは，排

他不安については 3年生が も低く，友人尊重

については 2年生と 1年生の間にのみ有意な
差が見られた。また，独立性の希求には学年間

で有意な差は見られず，異質性の受容は友人尊

重と同じく2年生と1年生の間にのみ有意な差
が見られた。	

	 友人関係行動に与える影響要因の検討	 学

年ごとに peer-group 活動，内面共有的
chum-group活動，表面共有的 chum-group活
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動それぞれに対する友人への考え・思いの影響を，各下位尺度得点を用いた重回帰分

析（強制投入法）により検討を行った。その結果を Figure1，Figure2，Figure3に示
す。なお，VIFを算出して多重共線性の有無を確認したが，多重共線性は無いことが
確認された。	

	

第４節	 	 考察	

	 まず仮説①について，友人関係における不安の低減として，排他不安よりも友人と

の分離不安が低減することが重要であることが示された。さらに，異質性の受容や独

立性の希求は，研究 1で示された友人尊重についての示唆と同じく，学年が上がるに
従って高まるというよりも，そもそも持っているものを友人分離不安の低減によって，

表に出しやすくなることが chum-group から peer-group への変容に関連することが
示唆される。次に，仮説②については，友人分離不安という友人への思いが抽出され，

またそれが友人関係行動へ影響しているなど，思春期女子が友人を愛着対象として捉

えていることが一部実証的に示された。 後に，仮説③について，本研究の結果から，

思春期女子の友人関係において，発達を促すポジティブな機能と発達を阻害するネガ

ティブな機能があるという知見が一部支持された。	

	

第５章	 総括	

	

第１節	 	 総合考察	

	 本研究の目的は，友人関係の閉鎖性や排他性が高いと考えられる中学生女子を対象

に，chum-groupから peer-groupへの移行に必要と考えられる，同調性の低減に関連
する要因検討することであった。このため，第２章では，思春期女子の友人関係に関

する知見を整理し，友人関係の閉鎖性・排他性を規定する背景要因を検討した。その

結果，思春期女子の chum-group には発達を促すポジティブな機能と，発達を阻害す
るネガティブな機能があるという知見を得た。そして閉鎖的な関係から，対人的に成

熟した異質性を認められる関係になるためには，友人への尊重や異質性や独立性への

希求の高まりが関連すると考えられ，それは chum-group のポジティブな機能により
育つ可能性が示唆された。 
	 研究１では，レビューで得られた知見に基づき，実際に中学生の女子を対象に友人

関係の外的側面である友人関係行動と，内的側面である友人への考え・思いとの関連

を検討した。その結果，内面共有行動と，表面共有行動，自己開示的話題共有行動が

抽出され，それぞれへの内的側面の検討から，内面共有行動は chum-group のポジテ
ィブな機能に，表面共有行動はネガティブな機能に，そして自己開示的話題共有行動
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は異質性を受容した関係へ関連する可能性が示された。 
	 以上をふまえ，研究２では中学生女子の友人関係における友人関係行動，友人への

考え・思いの発達的相違を，学年を要因として検討し，思春期女子の持つ同調性の低

減に関連する要因を実証的に検討した。その結果，中学校では 3年生が も peer-group
活動が見られ，排他不安が他学年と比較して有意に低いなど，発達的差違の一側面が

見られた。また，友人尊重や独立性の希求，異質性の受容には発達的に高くなるとい

うような明確な結果は得られなかった。 
	 本研究で得られた一連の結果から，思春期女子の友人関係において，不安が解消，

あるいは低減することが友人関係を成熟した関係へと進める可能性がされた。また，

これまでひとくくりに chum-group として捉えられていた思春期女子の友人関係につ
いて，親密性を満たして発達を促すというポジティブな機能と，同調性を生じさせ発

達を妨げるネガティブな機能があることが新たな知見として示唆された。 
 
第 2 節	 本研究の課題と今後の展望	

	 今回の結果から，思春期女子の友人グループの閉鎖性や排他性を解消し，友人関係

の発達を促すためには，思春期女子が持つ分離不安と排他不安という二つの不安を解

消し，同調性を低減する必要があると考えられる。しかし，本研究では，排他不安や

友人分離不安の低減にはどのような要因が影響しているのかという点までは十分に検

討できなかった。加えて，不安の解消や chum-group のポジティブな機能を増進させ
るような取り組みに関しては実証的な実践研究が期待されるところである。 
	 今後の研究では，内面までも peer-groupに至っているものとの比較研究やこのよう
な不安の低減に効果的な教育プログラムの実践効果検証等を通して，排他不安や友人

分離不安の低減に関する影響を明らかにすることが求められているといえる。
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